
（
「
用
器
画
法
」
嘱
託
）
が
建
築
の
概
念
、
原
理
の
大
要
を
講
義
し、

最
後
に
伊
東

に
つ
い
て
ニ
―
―
口
述
べ
て
い
る
。
伊
東
の
講
義
は
ま
ず
、

「
建
築
及
び
其
流
派
」

と
題
し
、
建
築
の
字
義
か
ら
始
ま
っ
て
ル
ネ
ッ
サ
ソ
ス
建
築
に
至
る
ま
で
の
建

築
様
式
の
変
遷
を
説
ぎ
、
次
い
で
「
美
術
建
築
及
び
建
築
装
飾
原
論
」
と
題

し
、
建
築
美
学
、
建
築
装
飾
術
の
要
件
、
建
築
装
飾
法
、
建
築
装
飾
史
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
は
専
ら
西
欧
の
建
築
装
飾
関
係
の
書
で
あ
っ
た
。

伊
東
は
の
ち
に
工
学
博
士
、
帝
国
芸
術
院
会
員
、
帝
国
学
士
院
会
員
、
東
京

帝
国
大
学
名
誉
教
授
と
も
な
る
我
が
国
の
建
築
学
術
界
の
偉
オ
で
あ
り
、
特
に

東
洋
建
築
史
学
の
基
礎
を
作
っ
た
功
績
は
大
き
い
が
、
本
校
嘱
託
と
な
っ
た
頃

は
ま
だ
東
大
大
学
院
で
日
本
造
家
学
を
専
攻
す
る
学
生
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
彼

は
東
大
建
築
史
教
授
で
岡
倉
校
長
と
親
交
の
あ
っ
た
小
島
憲
之
の
推
挙
に
よ
り

本
校
に
赴
任
し
た
が
、
以
来
、
岡
倉
校
長
と
相
識
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
建
築

史
研
究
へ
と
将
来
の
展
望
を
切
り
開
く
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
伊
東
の
講
義

筆
記
で
現
存
す
る
の
は
上
記
の
ノ

ー
ト
の
み
で
あ
る
が
、
実
際
の
講
義
は
あ
る

い
は
日
本
、
東
洋
建
築
に
も
及
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
。

伊
東
の
辞
任
後
、
塚
本
靖
が
講
義
を
引
き
継
い
だ
。
塚
本
も
の
ち
に
東
大
教

授
、
工
学
博
士
と
な
り
、
ま
た
文
展
や
博
覧
会
を
は
じ
め
と
す
る
美
術
行
政
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
人
で
あ
る
が
、
本
校
に
赴
任
し
た
当
時
は
東
大
造
家
学
科

を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
、
塚
本
巳
之
吉
と
い
っ
た
。
本
校
に
は
明
治
一
―
―
十
二
年

ま
で
在
職
し
て
い
る
。
そ
の
講
義
筆
記
と
確
定
し
う
る
ノ
ー
ト
は
現
存
し
て
い

な
い
が
、
前
述
の
原
安
民
が
筆
記
し
た
ノ
ー
ト
類
の
中
に
、
そ
れ
と
思
わ
れ
る

ノ
ー

ト
（
担
当
者
お
よ
び
年
度
の
記
入
な
し
）
が
あ
る
。
内
容
は
建
築
術
の
定
義
、

起
原
お
よ
び
発
達
、
様
式
の
分
類
、
様
式
史
（
エ
ジ
プ
ト
ー
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
、
イ

ン
ド
、
支
那
、
日
本
建
第
）
に
亙
り
、
日
本
建
築
に
つ
い

て
は
「
エ
匠
技
術
之
懐
」

こ
の
科
目
は
開
校
当
初
は
普
通
科
第
一

、
二
年
（
週
二
時
）
、
専
修
科
第
一
年

（週
二
時
）
に
課
せ
ら
れ
た
が
、
明
治
二
十
三
年
の
規
則
改
正
後
は
普
通
科
に
お

け
る
授
業
時
数
が
週
三
時
と
増
え
た
代
わ
り
に
専
修
科
の
履
習
科
目
か
ら
削
除

さ
れ
、
同
二
十
五
年
の
規
則
改
正
後
は
予
備
の
課
程
で
週
二
時
、
各
科
第
一
年

で
週
二
時
課
す
こ
と
に
な
っ
た
。
和
文
は
黒
川
真
頼
が
『
徒
然
草
』
を
、
漢
文

は
長
尾
雨
山
が

『
古
文
真
宝
』
を
中
心
に
教
え
た
。
明
治
二
十
七
年
の
規
則
改

正
後
は
こ
の
科
目
は
削
除
さ
れ
、
代
わ
っ
て
小
杉
椙
咄
担
当
の
「
書
学
」
（
予

備
の
課
程
、
週
一
時
）
の
み
と
な
っ
た
。
講
義
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
小
島
光

真
の
「
明
治
二
十
二
年
二
月
備
忘
録
」
に
黒
川、

長
尾
の
講
義
の
筆
記
が
あ

る
。
小
杉
の
講
義
に
つ
い
て
は
未
詳
。

今
泉
雄
作
の

「
図
案
法
」
講
義

「
図
案
法
」
は
明
治
二
十
五
年
の
規
則
改
正
以
後
、
各
科
第
一
年
（
週
一
時
）

に
課
せ
ら
れ
た
科
目
で
、
こ
の
規
則
改
正
で
は
「
図
案
実
習
」
（
彫
刻
科
第
一

年
、
週
六
時
）
、
「
彫
金
図
案
」
（
彫
金
科
第
三
年
、
週
七
時
）
、
「
鋳
金
図
案
」
（
鋳
金

科
第
三
年
、
同
上
）
な
ど
も
置
か
れ
、
図
案
関
係
の
科
目
が
増
え
た
。
そ
れ
ら
は

実
習
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

で
、
今
泉
雄
作
が
担
当
し
た
。

今
泉
の
講
義
は
原
安
民
の

「今
泉
教
授
口
渉
、

黒
川
真

頼
、
長
尾
雨
山

の

「
和
漠
文
」
講
義

「
図
案
法
」
は
学
科
に
属
す
る
科
目

図
按
法
箪
受
」
（
明
治
二
十
五

と
「
宮
雛
形
」
を
参
考
書
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
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